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(中高齢者の環境に対する転倒 Pスク認識と移動能力
および認知機能との関連〉

論文内容の要旨(1，000字-2，000字でまとめること.) 

I目的1本研究では、転倒の芭接的原因となる住環境と行動 1;::関する
Pスタ項目を作成し、中高齢者の環境に対する転倒 Pスク認織と移動
指カおよび認知機能との関連性を明らかにするとともに、作成した項

目の転倒予防に対する有効性について検討することを目的とした.

I方法1対象者は 2012年 8月の北海道 Y町住民健康診断を受診した
205名(平均年齢は 62.90哉、男性 85名、女性 120名)であった.転

倒 Hスタ昔車線項目は 2011年 s月に Y町で実施された住民健康診断受診
者に行った転倒爾査において移動時に不安の高かった項毘および高自害

者が自宅で生活する際の危険個所を評価する目的で Johnsonが限発し

た信頼性妥当性が検証されている転倒危険ショートスクール

( Home-Screen) を参考に作成した.転倒 Pスタ認識の 12項目におけ
る Cronbach' s信頼係数は a=0. 90であった. J!!.知機能検査について

は IUISE検査、および高次脳機能検査として D-CAT検査、 Stroop検査、

言語流暢性検査(文学者E暢性検査}、IoIoney道路図検査を用いた.転倒
のス夕日}エング検家法として有効性が示されている健脚度(10m歩

行、長大歩筒、 40c m踏み台昇降〉について測定を行った.

【結果]転倒目只クJ!!.設の平均得点は 22.99($0=8.13) であり、男女

別では男性 20.39(SO =8.25)、女性 24.83(SO =8.62) で、女性は男

性に比べ有意に高かった (t=-3. 12， p = 0.00). さらに転倒回数別で

は転倒なし詳の Hスタ認識の平均得点は 21.・56(SO -"8. 62)であるが、
転倒 1回群では 26.13 (SO =7.77)、z回以上群は 29.20(SO =7.98) 
で転倒回数が噌えるほど転倒 Hスク認識は有意に高い結果であった

( f =8. 82， p"O.OO)。転倒 Pスタ蕗織と移動能力およびs知機能の関
連について検討するために転倒リスク箆践と測定項目について相関分

析を行った.転倒リスク偲識との関連では年齢が高いほど (r 

0.23， p"O. 00)、また注意機能と実行系怒知機能検査である Stroop検査

の成績が低いほど (r "0. 2 5， p =0. 00) !Jスタ忽織が高い関連を示した.

さらに身体状況としては握力低下が (r=-0.25， P =0.00) !Jスク蕗識

と有意な相闘を示した.また、転倒リスク s織と認知機能、移動能力
および転倒 kの相互関i皇位を明らかにするために共分散構造分析を行

った。結集、移動飽カの低下および認知機能の低下が日スタ箆識を高

める(標宣告化係数=-0.23，p=0.02，ー0.24，p=O. 00)ことに髭響していた。

さらに、 Pスタ認織の商さは転倒発生にも影響しているという結果で
あった{標準化係数"0.28，p=0.00).

I考察 I中高齢者を対象とした本研究において転倒麗のある礁で P
スタa識が高い結果であり、共分散構造分析の結果においても、リス
ク認織は移動能カや認知機能の影響をうけ転倒に関係するこ kが明ら

かとなった.日スク認織に影響していた Stroop検査は注意機能の階層

要素での維持、選択・直己分』乙関係すると言われており、 D-CAT検査は

注意集中の反映とされる.これら注意機能の影軍事を強〈受けるis.知機

能が Pスタ認織に影替していたことから、移動時に障害となる屋内外
の段差や階さ、また新聞、=ード額などの障害物への注意機能の低下

が転倒への危険意織を高めていることが示唆された.さらに本研究で

の敷居、布団やマットの端、道路の段差、階段の上り下りなどを問う

項目に闘して転倒あり群で Pスク認識が高い結果から、最大歩幅およ
び 40c m 踏み台昇降などの移動能力低下が日常生活での危険意誠に

つながっていることが認められた。これらの移動能力と認知機抱の影

響をうけた Pスク偲識の高さが転倒に関連していると考えられる.

本研究での中高齢者を対象にした転倒リスク認織を問う項目は，移

動指カとともに認知機能の低下の影響を受けていることが明らかとな

り、身体および認知機能の変化をとらえられることが示唆 tされた.転

倒ハイリスク者に限らず、身体機能の低下が飽められる中高齢期より

環境へのリスク認織を確認し、環境整備および身体織能低下予防に取

り組むことが転倒予防に有効であると考える.
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要 旨

本研究は、転倒を引き起こす環境と行動の関連について、転倒 Hスタ認識項目を作成し
中高齢者の転倒 Fスタ認織と移動能力及び認知機能との関連を検討したもので、転倒と F
スク認識関連要因を明らかにすることで、将来の中高齢者の.転倒予防対策に貢献すること
を目的としたものである.語E知機鵡障害が疑われるIOISE検査 23点以下の人を除いたY町住
民健康診断受診者206名(平均年鈴62.90歳)を対象kし、住民健康診断時の転倒調査にお
いて移動時に不安の高かった項目及びJohnsonが開発した転倒危険ショートスケール(
Home-Screen)を参考に転倒リスタ穂積項目 12項目を作成した (Cronhach's信額係数はa
=0.90). IUISE検査に加えて高次脳機能検査としてD-CAT検査、 5troop検査、言騒流暢性検査
{文字減傷性検査}、lIoney道路図検査を用いて認知機能を測定し、転倒のスタ Fーエングと
しては健脚度を測定した.その結呆、転倒 Pスク露軍撤項目の平均得点で、女性iま男性に比
ベ有意に高かった。さらに転倒回数別では、転倒I亘書kが増えるほど転倒 Hスク隠識は有意
に高かった.転倒リスク包蔵項目と移動能力及び飽知機能の関連を相関分析から、年齢が

高いほど、 Stroop検査の成績が低いほど、 Pスタ穏識が高い関速が見られた.身体状況で
は、握力低下が転倒 Hスク認識項目と有意な相闘を示した。また、転倒U!IスタJfl.隊項目と
認知機能、移動能力及び転倒との相互関連性を検討するための共分散構造分析から、認知
機能が比般的維持されている対後者では移動能力の低下及び偲知機鐙の低下が転倒 Hスタ
a践を高めることを示した.本研究は、転倒!1スタ認織という新たな観点から、中高年者
の健康診断などの機会に転倒虫スク認織項旨をスタヨー=ングとして用い個々の転倒 Pス
タを明らかにすることで、将来、転倒予防の保健指導に活用しうる大変意義ある研究であ
ると考える.以上の審査結果から保健学として価値ある業績として罷め、学位申鵠者藤原

和美氏I土、縛士(保健学)の学位を得る資絡があると5める.
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